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(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ表示デバイスのフィルム型デバイス
のＴＡＢ領域をできるだけ小さくし、ＴＡＢ方式によっ
て電極ラインと連結するフィルム型デバイスのアライン
時のアライン誤差が大きくても安定的な連結が可能であ
るようにした有機ＥＬディスプレイパネルを提供する。
【解決手段】  駆動部と；基板と、基板上に形成される
第１電極及び第２電極と、第１電極及び第２電極のそれ
ぞれに駆動部からの信号を印加し、長さの異なる少なく
とも２つの種類の電極ラインが交互に配列される第１電
極ライン及び第２電極ラインとを含んで構成されるディ
スプレイパネルと；駆動部と、第１電極ライン及び第２
電極ラインとを電気的に連結するための配線を含む連結
部とを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  駆動部と；基板と、前記基板上に互いに
直交するように形成される第１電極及び第２電極と、前
記駆動部からの信号を印加するために、前記第１電極及
び第２電極のそれぞれに長さの異なる少なくとも２つの
種類の電極ラインが交互に配列される第１電極ライン及
び第２電極ラインとを備えたディスプレイパネルと；前
記第１電極ライン及び第２電極ラインと前記駆動部とを
電気的に連結するための配線を含む連結部と；を含むこ
とを特徴とする有機ＥＬ表示デバイス。
【請求項２】  前記ディスプレイパネルは、
前記第１電極ライン及び第２電極ラインと前記配線とを
それぞれ連結するための所定のピッチを有するコネクタ
を更に含むことを特徴とする請求項１記載の有機ＥＬ表
示デバイス。
【請求項３】  前記コネクタ間のピッチは前記第１電極
及び前記第２電極それぞれのピッチより大きいことを特
徴とする請求項２記載の有機ＥＬ表示デバイス。
【請求項４】  前記ディスプレイパネルは、
前記第１電極ライン及び前記第２電極ライン上に形成さ
れる絶縁膜をさらに含み、前記絶縁膜によって前記電極
ラインと前記コネクタが絶縁されることを特徴とする請
求項２記載の有機ＥＬ表示デバイス。
【請求項５】  前記ディスプレイパネルは、
前記第２電極に連結された第２電極連結ラインをその先
端部でそれぞれ第１電極と並列になる方向に曲げ、第２
電極連結ラインと第１電極とのそれぞれの先端部が同一
方向を向くようにしたことを特徴とする請求項２記載の
有機ＥＬ表示デバイス。
【請求項６】  前記連結部は、
第１電極ライン、第２電極ラインのそれぞれを駆動部へ
接続するための配線が配置されたフィルム型デバイスを
更に含み、
前記フィルム型デバイスと前記ディスプレイパネルはテ
ープ自動化接着方式により連結されることを特徴とする
請求項１記載の有機ＥＬ表示デバイス。
【請求項７】  前記フィルム型デバイスは、
前記第１電極ラインと前記第２電極ラインそれぞれに連
結されるとともに、前記配線に連結されたコネクタが位
置する前記ディスプレイパネルの所定の領域でタップ
（ＴＡＢ）方式で前記ディスプレイパネルに連結される
ことを特徴とする請求項６記載の有機ＥＬ表示デバイ
ス。
【請求項８】  前記配線のピッチ及び模様はその先端部
が前記第１電極ライン及び前記第２電極ラインのピッチ
と一致することを特徴とする請求項１記載の有機ＥＬ表
示デバイス。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は表示デバイスに関
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し、特にテープ自動化接着（tape automated bonding：
ＴＡＢ）方式を用いた有機ＥＬ表示デバイスに関する。
【０００２】
【従来の技術】図１は従来技術によるフィルム型デバイ
スが取り付けられた有機ＥＬディスプレイパネルの平面
図である。図１に示すように、有機ＥＬディスプレイパ
ネルは、第１電極２、第２電極４、第２電極連結ライン
４－１、隔壁６、有機ＥＬ層３とを備えている。第１、
第２電極はストリップ状に形成された透明電極であっ
て、透明基板１上にＩＴＯを化学的エッチング方法で形
成させる。第１電極と第２電極は互いに直交する方向に
形成させる。第２電極連結ライン４－１は、第２電極パ
ターンの形成を容易に形成するためののものである。隔
壁６は第２電極パターンの間を電気的に分離するパター
ンの間に形成される。それらが形成された後に、隔壁６
上に真空蒸着法により有機ＥＬ層３が形成される。
【０００３】第１電極２と第２電極４とは互いに直交す
るように形成されるので、図１に示すように、従来の有
機ＥＬディスプレイパネルは、このパネルを駆動する駆
動チップ（図示せず）との連結のための配線（５－１）
を有するフィルム型デバイス（ＣＯＦ，ＦＰＣ，ＴＣＰ
など）からなる連結部５が２つ必要であり、かつパネル
の２つの電極との連結のためのそれぞれにＴＡＢ領域を
形成する。即ち、ディスプレイパネルに配線を装着する
ために必要なＦＰＣ，ＴＣＰ，ＣＯＦなどのフィルム型
デバイス５が２つ必要であり、二回のＴＡＢ過程を行う
必要がある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、図１の
ように、量産時に二回のＴＡＢ過程を行う場合、２つの
ＦＰＣ（又はＴＣＰ）コストが原価に含まれるだけでな
く、ＴＡＢ過程でかかる費用もまた原価に含まれること
から、価格が上昇する。
【０００５】本発明の目的は、有機ＥＬ表示デバイスの
量産時におけるモジュールのコスト競争力向上のために
フィルム型デバイスのＴＡＢ領域一箇所に集中させると
共に、それに伴って全体が大きくなるのを避けるように
した表示デバイスを提供することである。他の目的は、
有機ＥＬ表示デバイスのディスプレイパネルで高解像度
などに従う電極ラインのピッチが減ることに対応して、
ＴＡＢ方式によって電極ラインと連結するフィルム型デ
バイス（ＣＯＦ、ＦＰＣ、ＴＣＰなど）のアライン時の
アライン誤差が大きくても安定的な連結が可能であるよ
うにした有機ＥＬディスプレイパネルを提供することに
ある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に本発明は駆動部；基板と、基板上に互いに直交する方
向に形成させる第１電極及び第２電極と、第１電極及び
第２電極のそれぞれに長さの異なる少なくとも２つの種
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類の電極ラインが交互に配列される第１電極ライン及び
第２電極ラインとを備えたディスプレイパネル；及び駆
動部と第１電極ライン及び第２電極ラインとを電気的に
連結するための配線を含む連結部を含むことを特徴とす
る。
【０００７】ディスプレイパネルは、第１電極ライン及
び第２電極ラインと配線とをそれぞれ連結するための所
定のピッチを有するコネクタを更に含むことが好まし
い。
【０００８】コネクタ間のピッチは第１電極及び第２電
極それぞれのピッチより大きいことが好ましい。
【０００９】ディスプレイパネルは、第１電極ライン及
び第２電極ライン上に形成される絶縁膜をさらに含み、
絶縁膜によって電極ラインとコネクタが絶縁されること
が好ましい。
【００１０】ディスプレイパネルは、第２電極のそれぞ
れを第１電極のそれぞれに平行になるように曲げて形成
させることが望ましい。
【００１１】連結部は配線が配置されたフィルム型デバ
イスを更に含むことが望ましい。フィルム型デバイスと
ディスプレイパネルはテープ自動化接着（ＴＡＢ）方式
により連結される。
【００１２】フィルム型デバイスは、第１電極ライン、
第２電極ラインに連結されるとともに配線に連結された
コネクタとが位置するディスプレイパネルの所定の領域
でタップ（ＴＡＢ）方式で連結されることが望ましい。
【００１３】好ましくは、配線のピッチ及び模様は、第
１電極ライン及び第２電極ライン先端部のピッチと同一
であることである。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、本発明による有機ＥＬディ
スプレイパネルの好ましい実施形態を図面に基づいて説
明する。
【００１５】図２は本発明によるフィルム型デバイスが
取り付けられた有機ＥＬディスプレイパネルの平面図で
ある。図２に示すように、有機ＥＬディスプレイパネル
は、透明基板１０と、その透明基板１０上に従来同様多
数の第１電極２０と第２電極４０が直交するように配置
されており、それらの交差する領域に画素を形成させる
ように有機発光層３０が設けられている。第２電極４０
のパターンの間を電気的に分離するための隔壁６０がそ
れらのパターンの間に形成されている。これらの形状自
体は従来のものと格別異なる点はない。さらに、第２電
極にはそのパターンを容易にするための第２電極連結ラ
イン分４０－１が連結されている。本実施形態において
は、この第２電極連結ライン４０－１は、図示のよう
に、それぞれほぼ９０゜に曲げられ第１電極２０に平行
に第１電極の終端位置と同じ位置までその終端位置が延
ばされている。さらに、本実施形態では透明基板１０の
一方の縁部、それぞれの電極の終端部が配置されている
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縁部に沿って第１電極のそれぞれの先端部と連結される
多数の第１電極ラインが２０－２ａ，２０－２ｂ形成さ
れるとともに、第２電極連結ライン４０－１の先端部と
連結される多数の第２電極ライン４０－２ａ，４０－２
ｂが形成されている。これらの電極ラインは長さが交互
に異なるように形成されている。
【００１６】そして、本実施形態のディスプレイパネル
はそれぞれの電極ラインの先端部に、第１電極ライン２
０－２ａ，２０－２ｂと連結される第１コネクタ２０－
１ａ，２０－１ｂと、第２電極ライン４０－２ａ，４０
－２ｂと連結される第２コネクタ４０－１ａ，４０－１
ｂとが形成されている。
【００１７】第１電極ライン２０－２ａ，２０－２ｂと
第２電極ライン４０－２ａ，４０－２ｂは、透明電極と
導電性を高めるための金属物質などの補助電極とで形成
させるが、金属電極のみで構成させてもよい。コネクタ
２０－１ａ，２０－１ｂ，４０－２ａ，４０－２ｂは透
明電極と金属物質など補助電極と構成させるか、あるい
は透明電極のみとする。
【００１８】第１電極ライン２０－２ａ，２０－２ｂ及
び第２電極ライン４０－２ａ，４０－２ｂは共に前述の
ように基板１０の一方の縁側に形成させ、同じ方向を向
くように配列されている。第１電極ライン２０－２ａ，
２０－２ｂのピッチと第２電極ライン４０－２ａ，４０
－２ｂのピッチとに配線５０－１のピッチを合わせるよ
うに形成させることによりフィルム型デバイス５０（Ｃ
ＯＦ，ＦＰＣ，ＴＣＰなど）を一回のＴＡＢ方式によっ
てディスプレイパネルに取り付けることができる。この
フィルム型デバイス５０は第１電極ラインと第２電極ラ
インを駆動部に電気的に連結するための連結部を構成し
ている。
【００１９】デバイス５０（ＦＰＣ，ＴＣＰ，ＣＯＦな
ど）の配線５０－１のピッチ及び模様は、第１電極ライ
ン２０－２ａ，２０－２ｂ及び第２電極ライン４０－２
ａ，４０－２ｂに連結できる形状に形成される。
【００２０】上述のように一回のＴＡＢ方式により、第
１電極ライン２０－２ａ，２０－２ｂ及び第２電極ライ
ン４０－２ａ，４０－２ｂと、デバイス５０の配線５０
－１とが連結される。従って、従来のように２度のＴＡ
Ｂ過程を行う従来ものに比し製造コストが低減される。
配線５０－１は当然のことながら有機ＥＬディスプレイ
パネルを駆動する駆動部（図示せず）に連結される。
【００２１】図３は図２の“Ａ”部分を詳細に示す図で
ある。第１、第２電極ラインとデバイス５０の配線をこ
の図に基づいて詳細に説明する。図３を参照すると、有
機ＥＬディスプレイパネルのＴＡＢ領域Ｂに、長い電極
ライン２０－２ｂ；４０－２ｂと短い電極ライン２０－
２ａ；４０－２ａとを交互に形成している。この互いに
隣接したそれぞれの短い電極ライン２０－２ａ；４０－
２ａの間に形成される長い電極ライン２０－２ｂ；４０
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－２ｂの先端は当然短い電極ラインの位置より下端に位
置する。
【００２２】このように形成すると、パネル領域の長い
電極ライン２０－２ｂ；４０－２ｂ間のピッチ“Ｗｐ
２”及び短い電極ライン２０－２ａ；４０－２ａ間のピ
ッチ“Ｗｐ２”がともにパネル側の電極間のピッチ“Ｗ
ｐ１”の２倍であることが分かる。したがって、ＴＡＢ
領域Ｂで、電極ライン２０－２ａ，２０－２ｂ；４０－
２ａ，４０－２ｂそれぞれの端部は、ＴＡＢ過程での連
結部の面積を広くすることができコネクタ２０－１ａ，
２０－１ｂを広く形成することができる。
【００２３】電極２０；４０間のピッチは表示装置とし
ての形態から最小値以下に狭く形成するには限界があ
る。従って、パネルにスキャン電極ライン（第１電極ラ
イン）とデータ電極ライン（第２電極ライン）を連結し
てパネルを駆動するために、第１電極２０及び第２電極
４０とフィルム型デバイス５０の配線５０－１とを直接
連結することは許容誤差範囲が小さくなり配線ミスが生
じることがある。
【００２４】しかしながら、互いに異なる長さの電極ラ
イン２０－２ａ，２０－２ｂ；４０－２ａ，４０－２ｂ
を交互に配置すると、電極ラインと連結されるコネクタ
２０－１ａ，２０－１ｂ；４０－１ａ，４０－１ｂの幅
をある程度増加させることができるので、少ない誤差範
囲のアラインが可能となる。
【００２５】例えば、従来技術のように直接連結しよう
とすると、デバイス５０の配線５０－１は第１電極ライ
ン２０－２ａ，２０－２ｂを中心に両側に“ａ”を外れ
ると、第１電極２０と連結が行われない。しかしなが
ら、本発明の場合にはデバイス５０の配線５０－１のア
ライン誤差範囲はコネクタ２０－１ａ，２０－１ｂの幅
により変り、デバイス５０の配線５０－１が第１電極ラ
イン２０－２ａ，２０－２ｂを中心に“ｂ”を超えなけ
れば第１電極２０と連結が正しく行われる。
【００２６】ディスプレイパネルのＴＡＢ領域Ｂで、第
１電極ライン２０－２ａ，２０－２ｂを長短交互に形成
したので、デバイス５０のＴＡＢ過程において、第１電
極ライン２０－２ａ，２０－２ｂと配線５０－１との電
気的な連結を容易にするために第１コネクタ２０－１
ａ，２０－１ｂの幅“２ｂ”は第１，第２電極の幅“２
ａ”より大きくする。このときのその増加する量は第１
電極２０間の間隔の“ｘ”だけの分量である。
【００２７】このように“ｘ”だけの幅方向長さが増加
すると、デバイス５０のＴＡＢ過程でアライン誤差が大
きくなっても確実にＴＡＢ過程を行うことができるの
で、安定的にＴＡＢを行うことができる。そして、互い
に隣接した短い第１電極ライン２０－２ａ相互の間に位
置した長い第１電極ライン２０－２ｂ上に絶縁膜７０を
形成することで、デバイス５０のＴＡＢ過程において、
長い第１電極ライン２０－２ｂと第１コネクタ２０－１

6
ａとの間に絶縁が維持される。もちろん、短い電極ライ
ンの上にも絶縁膜を設けてもよい。
【００２８】従って、第１電極ライン２０－２ａと連結
される第１コネクタ２０－１ａの幅が広く形成されても
絶縁膜７０が第１電極ライン２０－２ｂ上に形成されて
いるので、第１電極ライン２０－２ｂとコネクタ２０－
１ａとの間の絶縁が維持される。
【００２９】絶縁膜７０の材料としては無機及び有機絶
縁膜共に使用可能であり、無機絶縁膜には酸化系絶縁膜
（酸化物類、ＳｉＯ

２
）と窒化系絶縁膜（窒化物類、Ｓ

ｉＮｘ）があり、有機絶縁膜はポリマー（特に、ポリア
クリル類、ポリイミド、ノボラック、ポリフェニル、ポ
リスチレンなど）がある。また、絶縁膜７０の厚さは
０．０１～１０μｍ程度である。
【００３０】第２電極４０と連結される第２電極ライン
（４０－２ａ，４０－２ｂ）及び第２コネクタ（４０－
１ａ，４０－１ｂ）の形態も図３とほぼ同一であるので
省略する。上記のような有機ＥＬディスプレイパネルは
スキャン電極ライン及びデータ電極ラインとそれぞれ連
結され、ディスプレイパネルを駆動するための駆動チッ
プを備えるフィルム型デバイス（ＣＯＦ，ＴＣＰ，ＦＰ
Ｃ）を備えたディスプレイ装置に用いられる。
【００３１】ＣＯＦ，ＴＣＰ，ＦＰＣのようなフィルム
型デバイスを備えた本ディスプレイ装置は、透明基板上
に互いに異なる長さで交互に形成されて第１電極と連結
される第１電極ラインと、互いに異なる長さで交互に形
成されて第２電極と連結される第２電極ラインとを備え
たディスプレイパネルと、ディスプレイパネルが位置す
る連結部分とチップが位置するチップ部分とを有するＣ
ＯＦと、ディスプレイパネルの第１及び第２電極ライン
からＣＯＦと連結される多数のデータ電極ライン及びス
キャン電極ラインと、連結部分に形成され、スキャン電
極ライン及びデータ電極ラインをそれぞれＣＯＦと電気
的に連結する複数の連結ラインとから構成されている。
上記実施形態における電極ラインの長短の交互配置及び
コネクタの配置は、従来の連結部が直交する方向に二つ
設けられたデバイスにも利用できるのはいうまでもな
い。
【００３２】
【発明の効果】以上で説明したような本発明による有機
ＥＬディスプレイパネルは次のような効果がある。
【００３３】本発明表示デバイスは互いに直交する電極
の一方を他方の方向に曲げてそれぞれの電極が並ぶよう
にしたので、ＴＡＢ過程は一度でいいので、コストを低
下させることができる。
【００３４】有機ＥＬディスプレイパネルで高解像度の
要求などによる電極ラインのピッチが減ることに対応し
て、ＴＡＢ領域の電極ラインを互いに異なる長さで繰り
返して形成することで連結部の幅を増加させることがで
きるようになり、ＴＡＢにより電極ラインと連結される
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フォルム型デバイスとアライン時にアライン誤差が大き
くても安定的に連結させることができるので、パネルの
信頼性且つ量産性を高めることができる。
【００３５】パネルの電極ライン及び電極ラインと連結
するためのフィルム型デバイスの配線のピッチが小さい
ことから発生するアラインの問題点を解決して、量産時
にパネルのＴＡＢをできるだけ小さく形成してモジュー
ルのコスト競争力を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】従来技術によるフィルム型デバイスが取り付け
られた有機ＥＬディスプレイパネルの平面図。
【図２】本発明によるフィルム型デバイスが取り付けら
れた有機ＥＬディスプレイパネルの平面図。
【図３】図２の“Ａ“部分の詳細図。

8
【符号の説明】
１０：透明基板
２０：第１電極
３０：有機発光層
４０：第２電極
４０－１：第２電極の連結部分
６０：隔壁
２０－２ａ，２０－２ｂ：第１電極ライン
４０－２ａ，４０－２ｂ：第２電極ライン
２０－１ａ，２０－１ｂ：第１コネクタ
４０－１ａ，４０－１ｂ：第２コネクタ
５０：フィルム型デバイス
５０－１：配線

【図１】 【図２】
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